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合 計 1，・・2，・6621 合 計 1，452，662
（1）大部分が定期預金として預かっているものである。
出所：CUNA［6］，1988．
株会社である。CSGは信用組合に対して，ペン，帳簿，小切手（シェァドラフト）帳などの消耗
品の供給，クレジットカード業務の処理，商業銀行のATM（自動現金預入引出機）ネットワーク
との接続サービスの提供，モーゲッジ貸付資金の調達とモーゲッジ貸付債権の転売などの業務を
行なっている。これらの業務は，実際にはCGSの子会社が担当し，それら子会社はICUサー
ビシーズ・CUNAサプライ，インフォメーション・システムズ，およびCUNAモーゲッジ。
コープである。
　信用組合から借り入れている組合員の死亡に備え，借入れ組合員へ信用生命保険を提供する必
要は大きい。この業務を担当するのが，CUNAミェ・’一チュアル保険グループである。同グルー
プの中核がCUNAミューチュアル保険協会で，全米第13位の生命保険会社にラソクされている
大会社である。別に持株会社としてCUNAミューチュアル投資コープが設立され，傘下に損害
保険会社や保険ブ・一カー会社など5社を擁してい塁
　信用組合の全国協会に相当するCUNAに対して，全国連合会に相当するのがUSセントラ
ルである。既に紹介したエソパイア法人フェデラル信用組合のような，州レベル（または数州レベ
ル）の法人信用組合の上部団体として，USセソトラル（US，　Central　Credit　Union）が全米レベ
ルで作られている。第13表はUSセントラルの貸借対照表である。　USセソトラルは信用組合の
財政面における全国組織であるから，全米の法人信用組合間における資金の過不足を調整し，あ
る法人信用組合からは資金を預かり，別の法人信用組合には貸付を行なう。また，信用組合イン
ターネットという機構を担当して，全米の信用組合間にわたるエレクトロニックな資金振替を
行なっている。法人信用組合間のこうした結び付きは，コーポレイト・ネッ5ワークと呼ばれて
　励いる。
飼　Melvin，　Davis，　and　Fischer［11］，　pp．94－96，　NCUI［19コ，　pp，42－44．
6㊦Melvin，　Davis，　and　Fischer［11］，　pp．93－94，　NCUI［19］，　pp．44－46．
働　Melvin，　Davis，　and　Fischer［11］，　p．　96，　NCUI［19］，　pp．46，119．
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第9節　結　論
　［1］　信用組合隆盛の理由
　1987年末現在，わが国の信用組合の資産総額は16兆2，689億円で，アメリカの信用組合のそれ
は1，837億ドル（注：1ドル125円で換算して邦貨22兆9，625億円）である。1960年末から1987年末へわ
たる27年間に，アメリカで商業銀行の資産は11．1倍，貯蓄貸付組合の資産は17．7倍とそれぞれ伸
びたのに対して，信用組合の資産は29．2倍も伸びている。信用組合運動が隆盛を続けている理由
を，以上で述ぺてきた内容を整理する形でまとめてみよう。
　（1）経済原則はもちろん無視できないが，アメリカでは小規模なものが必ずしも軽うんじられ
ない。商業銀行も貯蓄金融機関も，われわれから見れぽきわめて小規模のものが数多くあり，信
用組合も同じような流儀で存在しうる。
　②　信用組合運動の有力な基礎となるボランティア精神が，アメリカでは力強く生き続けてい
る。組合員ボラソティアの参加によって，信用組合の経費はかなり節減できるし，組合員のニー
ズが汲み取れるであろうし，組合組織全体の士気も高まるであろう。
　長期的にみれぽこのボランティアリズムは，信用組合の歴史に組み込まれている。前稿の第2
節と第3節で述ぺたように，アメリカの信用組合運動で傑出した二人の指導者は，アァイリーソ
とバーゲングレソであったが，前者は純然たる篤志のスポンサーであった。しかも，運動へ参加
した篤志家はファイリーソだけに留まらず，ほかに多数いた。
　（3）商業銀行が消費者ローンへ注力するようになったのは，ここ1／4世紀ぐらいの間のことで
ある。消費者ローンへの需要に応えてきた信用組合の役割は大きかったし，現在もこの需要は引
き続き強い。
　（4）職場をベースとした信用組合が多く，組合と組合員の関係は人的にも場所的にも濃密であ
る。雇用者側は被用者側の福利厚生という点から，事務所スペースの提供，給与から預金天引き
の便宜など，信用組合運動へ各種の助成を与えている。筆者が利用した範囲の資料には，信用組
合と労働組合との関係に触れたものは見当たらなかったが，今後機会があればこの点を探ってみ
たいと思う。
　⑤　協同組合組織であるため，優遇税制の恩典に浴すことができる。
　（6）職場ベース，ボランティア参加，優遇税制などによって，流動性の高いシェア（出資金勘
定＝普通預金）に対して，かなり高い金利を支払うことができるため，資金吸収の能力が大きい。
他方で，信用組合は提供サービスの内容を拡げて，一般金融機関にある程度まで対抗できるよう
な措置を講じてきている。
　（7）信用組合運動の指導者たちが，適切な対応をしてきたとこが挙げられよう。彼らは3段階
の業界組織を作り，業界全体として規模の経済や範囲の経済を実現するように努めた。CUNA
および関連団体の仕組から判る通り，全米レベルの協会と連合会はかなり充実しているように思
㈱　日本銀行調査統計局［21］，p．　83，　USLSI［29コ，　p．46．
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われる。
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　［2］　信用組合経営の問題点
　信用組合運動や信用組合経営に，まったく問題点がない訳ではない。協同組合組織の利点は信
用組合の隆盛に繋がっているが，協同組合という性格は同時に弱点ともなり得る。アメリカで
160年の歴史を持ち，有力な金融機関である貯蓄貸付組合は，現在その名称と矛盾するが株式会
社組織のものが主力となっているし，名称を変えない場合でも協同組合の実質を欠いている。ま
た，170年の伝統を有する相互貯蓄銀行は，「相互」の文字を外して株式会社へ転換するものが増
えた。さらに，名称が「相互」を含んでいる生命保険会社は，周知のように実態がかなり以前か
ら営利組織である。わが国でも事態の展開は，ほぼ同じ事情になっている。
　恐らく，所得水準の上昇，コミュニティ構造の変容，人々の考え方の変化などが，協同組合組
織や相互組織の伝統的なあり方を，長期にわたって揺るがしているのであろう。こうした傾向の
なかで，信用組合だけが例外であり続けられるであろうか。現在，アメリカの金融機関のうち，
協同組合の性格をかなり厳密に守っている唯一の存在である信用組合が，将来もその性格を失わ
ないで済むのかどうか，予断を許さないように思われる。信用組合の協同組合性の今後について，
以下で二つの点を指摘しておこう。
　第一は，信用組合の大規模化に関連している。第9表で見た通り，最近20年間に信用組合は組
合数が減って組合員数と資産額が増え，組合単位当たりの規模を大きくしてきた。他方，第12表
が示しているように，組合は規模が大きくなれぽ，業務を助けるボランティアの参加率が下がる。
ある意味で当然かも知れないが，組合は規模が大きくなれぽなるほど，組合員との関係が濃密で
なくなっていく。
　上の二つのパラグラフで述べた事実と推論の一部は，組合の大規模化に帰因させることがでぎ
るように思われる。組合が大規模化すると専任職員の力が，組合運営において重みを増すと考え
られ，次の問題が生じる可能性がある。
　第二は，専任職員の力の増大と関連している。貯蓄貸付組合と貯蓄銀行の実質的な営利組織へ
の変化過程，あるいは株式会社組織への転換過程において，共通して見られる現象の一つは，専
任マネジメント層による経営権の入手である。これらの例をみると，大規模化や脱協同組合性
（あるいは脱相互組織性）が定着していく経過で，専任マネジメント層が力を蓄える。その結果，
彼らが自ら株式会社への組織換えをリードした例が多い。
　株式会社へ転換した規模の大きい貯蓄貸付組合と貯蓄銀行で，専任マネジメント層が株式の過
半数を所有することはできないであろう。しかし，会社が大規模であるだけに，少数者支配はあ
りうると言えよう。長期的に見れば，こうした動きが信用組合でも起こる可能性，あるいは貯蓄
貸付組合と貯蓄銀行の実例へならい，信用組合へ株式会社組織を認める法律改正が行なわれる可
能性が，まったくないとは言い切れないように思われる。
　第一と第二のあり得べきコースについて，社会の変動に伴って生じる現象であるから，見方を
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変えれぽ当たり前の展開であるという理解も，勿論出てくるであろう。
　以上の問題とは別に，信用組合の経営上のリスクについて述べよう。全米に16，000を超える信
用組合があり，それらの多くは小規模である。したがって，信用組合のすべてに適切なマネジメ
ソト層が与えられているとは，到底考えられない。それゆえ，州レベルと全米レベルに連盟（＝
協会）と法人信用組合（＝連合会）があって，個別の信用組合における経営資源の不足に対応して
いるのであろう。協同組合組織の有利性を持つ信用組合も，他方では一般金融機関と競争してゆ
かなければならない。この局面で，不十分な経営資源の欠陥が表面化する可能性がある。
　1930年代に信用組合の州連盟や全国協会の設立運動が行なわれたとき，高配当を出すため州連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6帥盟や全国協会への負担金支払を渋る組合があり，これが障害の一つになったことがある。信用組
合の運営で高配当の競い合いは現在でもあり，勿論これは悪いことぼかりではないが，失敗を引
き起こす場合がある。一般金融機関との競争を考えれぽ，この点は常に懸念される問題である。
ユ984年世界中を騒がせ，幸にも破産を免れたコンチネソタル・イリノイ・ナショナル銀行（シヵ
ゴ）の経営破綻事件は，その2年前に起こったペン・スクェア銀行の破産に端を発している。ペ
ソ・スクェアは高金利で預金を集め，原油・ガス開発事業へ盛んに貸付を行ない，この債権を転
売して現金化してはまた貸し付けるという商法を取っていた。この銀行が破産したとき，高金利
に釣られた221もの信用組合が，多額の預金を同行に持っていたのである。
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